
​４​ ​春日井​

​分科会番号３​ ​分科会名​ ​社会科教育(中学校)​

​主権者としてよりよい社会づくりへ参画する力を育てる社会科学習​
​〜プロジェクトＴー自分たちで創る商店街の未来ー（中学２年）〜​

​１　主題設定の理由​
​　​​現代社会はグローバル化や情報化がよりいっそう進展し、AI技術のめざましい発展など、複雑で変化が​
​激しく未来予測が困難な時代である。また、さまざまな価値観をもつ人との相互理解と、困難な課題に対​
​して一人ひとりが主体的にかかわろうとする意識を高めていくことが不可欠である。これからの社会を生​
​き抜く子どもたちには、社会の実態や変化を理解するだけでなく、習得した知識を活用し、見方・考え方​
​を働かせながら課題解決にむけて自分自身で判断し、社会づくりに参画する力が求められている。​
​　そこで研究題目を『主権者としてよりよい社会づくりへ参画する力を育てる社会科学習』とし、めざす​
​子ども像を「社会的な見方・考え方を働かせて自らの考えを深め、社会にすすんでかかわろうとする子」​
​と設定した。​
​２　本研究でめざす子ども像​

​社会的な見方・考え方を働かせて自らの考えを深め、社会にすすんでかかわろうとする子​

​３　めざす子ども像に迫るために必要な能力​

​◯​​必要な情報を手に入れ、情報を整理・分析して​
​　意見形成に生かす力　　　　　　　(情報活用力)​
​◯​​情報や他者の考えを踏まえ、自分の考えを深化　​
​　させる力　　　　　　　　　　　　(自己教育力)​
​◯​​たがいの立場や意見を尊重し、対話を通して納　​
​　得解を見出す力　　　　　　　　　(合意形成力)​

​４　能力を育むための手だて​
​(1) 　切実感のある課題の設定​

​　　当事者意識をもって課題に取り組めるように切実感​
​　のある課題を設定する。そうすることで、自ら課題解​
​　決にむけての意欲を高め、主体的な学びの促進をする​
​　ことができると考える。​
​(2) 　見方・考え方を働かせるための工夫​

​　　主権者として社会参画する力を育むためには、多面​
​　的・多角的に社会事象をとらえ、考えることが重要で​
​　ある。他者と協力して資料を読み取ったりゲストティーチャーの話を聞いたりすることで、当事者の思​
​　いを踏まえ、さまざまな見方・考え方を働かせることができるようになり、情報活用力や自己教育力が​
​　育まれると考える。​
​(3) 　対話活動の充実​

​　　整理・分析した情報をもとに、自分の主張やその根拠となる資料を示しながら対話することで、新た​
​　な気付きや視点を得られる。この対話を立場や考えの違う他者と繰り返し行い、何度も自分の考えを練​
​　り直すことで、情報活用力や合意形成力が育まれると考える。​
​(4) 　多様な意見を聞く場の設定​

​　　子どもが直面する課題に対して、一方向的な見方や知識、表面的な情報だけで判断させるのではなく​
​　異なる立場や背景をもつ多様な人々の想いにふれさせる場を設定する。 地域の当事者や専門家、仲間と​
​　の対話を通して、それぞれの意見の背景にある願いや想いの相違、多様な価値観を理解させる。このよ​
​　うな場を意図的に設定することで、一方的な見解に頼ることなく、多面的・多角的に事象をとらえ直し​
​　根拠に基づいた「納得解」につながっていき、社会参画に必要な合意形成力が育まれると考える。​

​-​​1​​-​



​５　授業実践例​
​(1)​​　​​単元名​​　プロジェクトＴー自分たちで創る商店街の未来ー(中学２年)​
​(2)　単元の目標​

​　　ア​​　地理的な見方・考え方を働かせ、商店街の現状と課題を多面的・多角的に考察し、30年後も持続​
​　　　可能なまちづくりプランを構想し、表現することができる。​
​　　​​イ​​　地域の課題や商店街にかかわる人々の多様な願いを自分事としてとらえ、主体的にプランを考え​
​　　　ることで、地域の未来の担い手として社会参画しようとする態度を育むことができる。​
​(3)​​　​​単元の指導計画​

​　　ア　単元設定の理由​
​　少子高齢化やライフスタイルの変化に伴い、全国で地域の衰退が課題となっている。本校の学区に​
​も江戸時代に名古屋と中山道をつないだ「下街道」沿いに発展してきた歴史のある「鳥居松商店街」​
​がある。しかし、近年、賑わいが失われ、シャッター街化が進み、衰退している。​
​　本実践は、生徒にとって身近な鳥居松商店街を教材化し、商店街が無くなってしまうかもしれない​
​という現状に出会う。その上で、商店街を活性化させるために尽力している人々の想いや活動につい​
​て知ることで、自分たちも商店街を活性化させたいという切実感を醸成したい。活性化させるための​
​提案プランの作成においては、まちづくりアドバイザーからの助言や生徒どうしの意見交流を通して​
​多面的・多角的にプランを練り直し、今後の商店街のあり方について考えていく。​
​　このように実際に地域で起きている課題について、地域の方とかかわりながら多面的・多角的に解​
​決していくことを通して、未来の担い手として地域の課題を自分事としてとらえ、地域づくりに主体​
​的にかかわろうとする態度を育むために、本単元を設定した。​
​イ　生徒の実態​
​　事前アンケートの結果から、自分たちの住む地域をよりよくしたいという思いをもつ生徒がとても​
​多く、地域社会に積極的にかかわっていきたいと考えている生徒も多いことがわかった。しかし、地​
​域をよりよくするための地域社会へのかかわり方について具体的な方法を思い描くことはできていな​
​い。抽出生徒Ａ（以下生徒Ａ）は、課題への取り組みや周囲との意見交流には非常に意欲的である。​
​しかし、発想が抽象的であり、具体性に欠ける。抽出生徒Ｂ（以下生徒Ｂ）は、さまざまな社会的事​
​象に対して高い関心をもち、自身の考えを周りに伝えることを得意としている。しかし、物事を一面​
​的な見方でしか見ることができず、多面的に考えることが苦手である。​

​(4)　授業展開（９時間完了）​
​時​ ​生徒の学習活動​

​１​
​身近な地域の課題について考えよう​
​◯日本の諸地域と自地域の課題（鳥居松商店街の衰退）を比較・共有する。​
​◯商店街の衰退原因や必要とされる機能を考察する。​

​２​
​３​

​商店街の現状と今後について、商店街と商工会議所の方から話を聞こう​
​◯商店街の方の話から「現状への危機感」と「未来への願い」を知る。​
​◯商工会議所の方の話から「商店街の現状」と「未来の商店街のあり方」を知る。​
​【単元を貫く課題】30年後も持続可能な鳥居松商店街を考えよう​

​４​ ​まちづくりアドバイザーの方に話を聞いて、プランニングシートを作成しよう​
​◯アドバイザーから持続可能なまちづくりの視点を学び、プランニングシートをつくる。​

​５​ ​プランニングシートを練り直そう​
​◯意見交流を行い、プランニングシートを練り直す。​

​６​
​７​

​プランニングシートをもとに提案資料を作成しよう​
​◯プランニングシートをもとに発表するプランを作成する。​
​◯友だちやアドバイザーの方と意見交流をしながら自分のプランを練り直す。​

​８​ ​商店街や商工会議所の方にプランを提案しよう​
​◯作成したプランを商店街の方や商工会議所の方に提案し、意見を聞く。​

​９​ ​単元のまとめをしよう​
​◯単元の課題についてまとめを書き、振り返りを行う。​
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​(5)　授業実践の記録および資料​
​　〈第１時〉身近な地域の課題について考えよう​
​　　「日本の諸地域」の単元で学習した日本の課題が、自分たちが暮らす地域にもあてはまるのかを問い​
​　かけた。すると「鳥居松商店街がシャッター街になってしまっている」と答える生徒が多くいた。そこ​
​　で、昔と今の写真を見比べ、商店街が衰退した理由を考えさせると「少子高齢化が進み、後継者がいな​
​　いのではないか」などの意見が出た。現在の商店街には何が必要とされているのか問いかけると「地域​
​　の人との交流の場」「買い物ができる場としての復活」「商店街の観光産業化」などの意見が出た。今​
​　の商店街にそのような機能は無いことに気付いた生徒の「小さい時からそばにあった当たり前がなくな​
​　ってしまう。商店街がなくなるのはさみしい」という意見に対し「商店街に対して何か自分たちにでき​
​　ることはないか」と発言する生徒が多くいたため、どうしたら商店街を残すことができるのかを考える​
​　ことにした。そこで、商店街の現状について詳しく知るために、商店街の方や商工会議所の方から話を​
​　聞くことにした。​
​　〈第２・３時〉商店街の現状と今後について、商店街と商工会議所の方から話を聞こう​
​　　​​第２時では、商店街で古くから新聞店を営んでいる方と商店街の会長、第３時では、商工会議所の方​
​　へのインタビュー動画をもとに情報収集を行った。​

​商店街の方の話​ ​商工会議所の方の話​

​【現状】シャッター街​
​【課題】後継者不足　高齢化​
​【想い】​
​・これまでつないできた​​鳥居松商店街を今の形の​
​　​​まま残したい​​。​
​・このままだと​​20〜30年後​​、大人になったときに​
​　帰ってきて祭りやまち並みを懐かしむようなふ​
​　るさとがなくなってしまう。​
​・地域のつながりの場としても残したい。​

​【現状】シャッター街　　　　​
​【課題】後継者不足　高齢化​
​【想い】​
​・大型ショッピングモールに勝てない。​
​・「商店街」という形を​​20〜30年後​​に保ったまま​
​　存続するのは難しい。​​商店街という形にこだわ​
​　​​らず新たな形を考えることも必要​​だと感じる。​
​・商店街が具体的なプランをもっていないため、​
​　支援のしようがなくて困っている。​

​　　話を整理すると、現状や課題に共通点があるものの、想いに違いがあることに気付く生徒が多くい​
​　た。現状のまま残したいという商店街の方の想いに寄り添って「昔ながらの雰囲気やその地域の伝統を​
​　残しながら発展していってほしい」「大型店にはない歴史などの魅力を大切にし、住民が集える交流の​
​　場をめざして、発展させられたらよい」という振り返りを書く生徒もいれば、商工会議所の方の話に共​
​　感し「商店街という形そのものではなく、地域に必要とされる場所にすることこそが持続可能なあり方​
​　ではないかと感じた」という振り返りを書く生徒もいた。よりよい商店街にするには、目先のアイディ​
​　アだけでなく未来を見据えた持続可能性の視点が必要であるとの気付きと、ゲストティーチャーの話を​
​　反映し「30年後も持続可能な鳥居松商店街を考えよう」という単元を貫く課題を設定した。そこで、持​
​　続可能な鳥居松商店街にしていくにはどのようなプランを考えるべきなのか、実際に商店街を中心とし​
​　たまちづくりに携わっている方から話を聞くことにした。​
​　​​〈第４時〉まちづくりアドバイザーの方に話を聞いて、プランニングシートを作成しよう​
​　　​​第４時では、地域の活性化事業を行っている株式会社レジスタの代表の方から、持続可能な鳥居松商​
​　店街にするためにどのようなプランを考えるべきか話を聞いた。​

​まちづくりアドバイザーの方の話（持続可能なまちづくりに向けて）​
​当事者意識​ ​しくみづくり​ ​地域の特性の理解​ ​地理的な条件​ ​地域のつながり​

​自助・共助​ ​継続性・汎用性​
​公助​

​歴史的な背景・​
​人口など​ ​地形やアクセスなど​ ​コミュニティ​

​づくり​
​　　話を聞いて「持続可能な商店街をつくるためには、何度も行きたくなる場所にする必要がある。その​
​　ため、商店街の人とお客さんがつながるコミュニティを大事にすることで、人の集まりを継続的に保つ​
​　ことができるかもしれない」と発言する生徒がいた。加えて「30年後も持続可能な商店街」にするため​
​　には、地域がかかえる課題に対して自分たちが中心となって解決できるような案を考えようとする姿も​
​　見られるようになった。その後、アドバイザーの方の話を参考にしながらプランニングシートを作成し​
​　た。​
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​　〈第５時〉プランニングシートを練り直そう​
​　　​​第５時では、前時で作成したプランニングシートをもとに意見交流を​
​　行い、練り直しをした（資料１）。生徒Ａは、第４時ではシャッターに​
​　絵を描くイベントを行い、安全なまちづくりを行うことを考えていた　​
​　が、意見交流を通して「イベント費用の捻出方法」や「地域のコミュニ​
​　ティづくり」など財政面への考慮や地域の結びつきを強くすることも持​
​　続可能なまちづくりに大切だと考えるようになった。生徒Ｂは、第４時​
​　では若者が集まる場所にするために商店街を改装することを考えていた​
​　が、意見交流を行うことで「空いている店の活用」や「出店への補助金​
​　制度の行政への打診」など今の商店街の形を残して、自分たちで行政や住む人に働きかけて若者が集ま​
​　る場所にすることも持続可能なまちづくりに大切だと考えるようになった（資料２）。​

​第５時の生徒の振り返り​

​・他の人の意見を聞き、シャッターアートのように、今の負の現状を逆手にとって魅力に変えて　​
​　いくようなプランを考えると商店街の現状を生かしつつ、再生させることができると思った。​
​　シャッターアート以外にも、鳥居松商店街のよさを生かした方法を考えていきたい。​
​・鳥居松商店街を活性化するために必要なことは、地域住民の全世代に必要とされることと、何​
​　十年も続けられる持続性だと思った。そのためには今はあまり商店街を利用していない若い世​
​　代の人たちが鳥居松商店街に興味をもち、地域をよくするためのイベントなどに積極的に参加​
​　してもらう必要があると思う。全世代に必要とされることと持続可能性との両立は難しいと思​
​　うけれど、友だちと協力して魅力的なプランをつくっていきたい。​
​・自分は「産業」の視点を大事にしていたが、友だちの意見やスライドを見ると「観光」や「人​
​　口」「コミュニティ」などを大事にしている人もいた。複数の視点を取り入れることで、たく​
​　さんの人々にとって魅力的な商店街になっていくと感じた。​

​　〈第６・７時〉プランニングシートをもとに提案資料を作成しよう​
​　　​​第６・７時では、自分のプランニングシートをもとに意見交流を行いながら、最終的なプランを作成​
​　した（資料３）。その際、自分の考えに根拠をもたせるために、他の商店街の取り組みや統計資料を活​
​　用するよう意識したり、交流を通して他の人の視点や活用できそうなアイディアを取り入れたりする姿​
​　が見られた。また、課外で商店街を訪問して店主の方々に話を聞き、地域の実情や「まちの声」を反映​
​　させた説得力のあるプランを作り上げる生徒もいた。​
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​　〈第８時〉商店街や商工会議所の方にプランを提案しよう​
​　　商店街の方や商工会議所の方を招いて、自分たちのプランを発表​
​　した（資料４）。商店街の方々からの「商店街にはさまざまな考え​
​　をもっている人がいることも踏まえなければならない」「実際にイ​
​　ベントや取り組みを行うことで利益が得られるしくみについても考​
​　えないといけない」などのアドバイスをもとに、さらに練り直す生​
​　徒もいた。生徒の振り返りをみると「集客する対象についてしか考​
​　えていなかった。商店街の方々の意見を聞いたことで、実際に商売​
​　を営み、イベントを受け入れる商店主側の立場や思い、都合にも配​
​　慮する必要があることに気付いた」「自分たちが無償で動くボラン​
​　ティアであれば、あまり費用はかからないと安易に考えていたが、​
​　実際には物を作ったり準備したりする段階で材料費や諸経費といった『人件費以外のコスト』が必ず発​
​　生するということに気付いた。プランを実現するためには、理想だけでなく予算の計画や管理という財​
​　政的な視点からも考えなければいけない」など、当事者意識をもって、さらに商店街の今後について考​
​　えていこうとする姿も見られた。さらに、生徒が提案したアイディアのいくつかは、実際に取り入れて​
​　もらえることとなり、生徒たちは自分たちのプランがまちづくりに役立つことを喜んでいた。​
​　〈第９時〉単元のまとめをしよう​
​　　​​単元を貫く課題「30年後も持続可能な鳥居松商店街を考えよう」に対するまとめを書いた。​

​単元を貫く課題に対する生徒Ａ・Ｂの記述​
​【生徒Ａ】​
​　30年後も持続可能な鳥居松商店街にするためには、ただ盛り上げるだけでなく、防犯効果などの​
​「客観的なデータ」で安心・安全が守られていて、さらに「お店どうしや街の人たちがみんなで協​
​力し合える商店街」であることが大切だと思います。シャッターアートも一つの店だけで終わらせ​
​ず、他の企画とつなげながら進化させていくことで、30年後もずっと愛され続ける商店街になって​
​いってほしい。​
​【生徒Ｂ】​
​　私が考える30年後の鳥居松商店街は「新しく挑戦したい人と、街の人が無理なく協力し合える商​
​店街」です。建物の問題のように難しい課題があっても、貸し出し期間を決めるなどお互いが納得​
​できる工夫を重ねていけば、新しいお店や若者がどんどん挑戦できる街になる。そうやって時代に​
​合わせて柔軟に変化し続けることが、30年後も活気あふれる商店街につながるのだと思う。​

​その後、単元を通しての振り返りを記述し、まとめとした。​
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​単元を通しての振り返り​
​・普段何気なく通っていた商店街の見方が大きく変わった。​​地域の問題を自分事として考え、解​
​　​​決策を考えることの大切さ​​にも気付いた。これからは、身近なまちや地域の様子にもっと関心​
​　をもち、よりよくするために自分に何ができるのかを考えていきたい。​
​・普段あまり意識していなかった自分の住んでいるまちに関心をもつようになった。以前はなに​
​　もないまちだと思っていたけど、​​見方を変えれば活用できる魅力が自分たちのまちにはある​​こ​
​　とに気付くことができた。今ある問題に対して「仕方がない」と考えるのではなく「どうすれ​
​　ばよくできるか」「どう生かせばよいのか」を考える力が身についたと思った。​
​・はじめの頃はそんなに衰退しているならもう商店街は必要ないということで諦めて住宅地にし​
​　た方が土地を効率的に使えると思っていたけれど、商店街の人の話を聞いたりプランを立てた​
​　りしたら、​​これまでは考えることのなかった立場の人のことまで考えるようになった。​
​・まちを復活させるには、新しいものを作るだけでなく、もともとある商店街のよさを生かすこ​
​　とが持続可能性につながると学んだ。一時的な集客で終わらせず、地域の人と協力しながら　​
​　「また来たい」と思ってもらえる工夫を続けることが大切だと思った。​
​・今回の学習を通して、面白いアイディアを考えるだけでなく、実際に実現できるかや継続でき​
​　るかを考えることの大切さに気付いた。人口や地域の特徴を調べ「なぜこの場所に必要なの　​
​　か」という根拠をもってプランを考える力が身についたと思う。また、グループでの話し合い​
​　では、自分の考えだけを押し通すのではなく、相手の意見を理解し、取り入れながらよりよい​
​　案をつくることの大切さを学んだ。これからも、さまざまな立場の人の考えを大切にしなが　​
​　ら、地域の課題を解決する方法を考えていきたい。​

​(6)　結果と考察​
​　　​​ア​ ​写真や統計資料、聞き取り調査を通して地域の実態を把握するとともに、商店街関係者や商工会​
​　　　議所、まちづくりアドバイザーなど異なる立場の考えにふれたことで、課題について多面的・多角​
​　　　的にとらえることができた。また、意見交流を通して地域の特性や人口、産業、コミュニティなど​
​　　　複数の視点を関連づけながら考えを見直したことで、理想だけでなく継続性や実現可能性を踏まえ​
​　　　たプランへと発展させる姿が見られた。このように、多様な立場の方との意見交流を設定したこと​
​　　　が、地理的な見方・考え方を働かせ、30年後を見据えた持続可能なまちづくりを構想・表現する力​
​　　　の育成につながったと考える。​
​　　​​イ　​​生徒たちは商店街にかかわる多くの方々の意見にふれ、持続可能なまちづくりプランを考えるこ​
​　　　とで、地域の課題を他人事ではなく「自分事」としてとらえ、当事者意識をもって主体的にプラン​
​　　　の立案に取り組むことができた。また、他者との意見交流を踏まえてプランを練り直したり自分た​
​　　　ちのプランが実際のまちづくりに生かされる可能性を実感したりしたことは、生徒たちにとって大​
​　　　きな手ごたえになった。実践を通して、自分たちが「地域の未来の担い手」であるという自覚をも​
​　　　ち、地域社会へ積極的に参画しようとする態度が育まれたと考えられる。​
​(7)　今後の課題​
​　 本実践では、鳥居松商店街の実態や地域にかかわる人々の想いをもとに、持続可能な地域のあり方に​

​　ついて考えることができた。一方で、商店街の衰退を、周辺地域の土地利用や交通網、人口移動、消費​
​　行動の変化など、より広い地域との結びつきからとらえる学習については十分ではなかった。今後は、​
​　地域内部の実態だけでなく、他地域との結びつきや社会全体の変化にも着目させることで、地域課題が​
​　生じる背景について、より広い視野で社会認識を深められるようにしたい。​
​６　本研究のまとめ​
​　わたくしたちは、生徒の追究意欲を高められる素材を教材化し、生徒自身が対話を通して考えを深め、​
​価値判断を行う実践に取り組んできた。今年次の成果は、鳥居松商店街の衰退という身近な課題を教材化​
​し、生徒が地域の未来を当事者としてとらえられるようになった点である。商店街と商工会議所、まちづ​
​くりアドバイザーといった異なる立場の願いや課題にふれさせることで、単なる一時的な集客アイディア​
​にとどまらず「持続可能性」の視点からプランを練り直し、主体的に納得解を構築・提案する学習を展開​
​できた。これにより、社会的事象を多面的・多角的に考え、よりよい社会づくりへ参画する力を育むこと​
​ができた。​
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